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株主の皆さまへ

　株主の皆さまにおかれましては、平素よりJR東日本グループの経営に一
方ならぬご支援をいただき、心より御礼申しあげます。
　新たな「令和」の時代においても、グループ経営ビジョン「変革 2027」
のもと、私たちは変わることなく安全を経営のトッププライオリティに位
置づけ、「究極の安全」を追求するとともに、輸送障害の発生防止など、
安全・安定輸送のさらなるレベルアップに取り組みます。あわせて、環
境、社会、企業統治の観点からなる「ESG経営」を推進し、事業を通じて
社会的な課題の解決に積極的に取り組むことにより、お客さまや地域の皆
さまからの「信頼」をさらに高めます。また、翌年に開催される東京2020
オリンピック・パラリンピックにおいて、世界から集うお客さまに安心・
快適な旅客鉄道輸送サービスを提供できるよう、着実に準備を進めます。
　一方、さらなる人口減少や自動運転の実用化など、「令和」の時代には
経営環境が大きく急激に変化していくことが想定されます。これらの変
化に対応していくため、私たちは「鉄道インフラを起点としたサービス提
供」から「ヒト(すべての人)を起点とした価値・サービスの創造」へと
「価値創造ストーリー」を転換し、従来の延長線上にはない新たな成長戦
略を果敢に推進していきます。そして、技術と情報を中心にネットワーク
の力を高め、お客さまや地域の皆さまの「心豊かな生活」を実現します。
　例えば、鉄道と二次交通との連携強化によるJR東日本型「MaaS」の提
供など、お客さまがシームレスに移動できる輸送ネットワークを実現する
ほか、「住んでよかった」「働いてよかった」と感じていただける「くら
しづくり(まちづくり)」に挑戦します。また、Suicaの決済・認証機能を
活用して様々なサービスと連携することにより、お客さまに多様なサービ
スをワンストップで提供し、利便性をさらに高めていきます。
　新たな時代において、変化をチャンスと捉えて挑戦を続けることによ
り、「変革 2027」で描く未来を実現し、お客さまや地域の皆さまのご期
待に応えるとともに、収益力と生産性の向上を図ることにより、当社グル
ープの持続的な成長を実現し、株主の皆さまのご負託に応えてまいる所存
です。
　なお、株主還元につきましては、中長期的に総還元性向40％、配当性
向30％をめざし、増配を行うとともに、自己株式の取得を柔軟に進めて
まいります。
　株主の皆さまにおかれましては、当社グループの経営につきまして、何
とぞ一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

2019年(令和元年)５月

代表取締役社長
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